
東京オリ・パラ大会での
農林水産物の利活用に向けた

岩手県の取組について

平成30年９月18日
岩手県 農林水産部 副部長 佐藤隆浩
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１ 岩手県の農林水産物の生産状況



1⑴ 主な農産物の生産状況

●農業産出額 ２，６０９億円（H28） （全国第１１位）
うち 畜産：１，５７８億円、米：５１１億円 、園芸４４７億円

作 目 生産量等 全国順位 全国シェア

米 272  千ｔ 10 位 3.4 ％

雑穀 434 ｔ １ 位 28.9 ％

園
芸

ピーマン 7,955 ｔ ５ 位 5.5 ％

りんご 43,800 ｔ ４ 位 5.7 ％

りんどう 53,200  千本 １ 位 60.0 ％

工
芸

葉たばこ 2,203 ｔ ３ 位 12.3 ％

ホップ 101 ｔ １ 位 41.2 ％

畜
産

肉用牛 91  千頭 ５ 位 3.6 ％

短角牛（飼養頭数） 3,840 頭 １ 位 51.5 ％

ブロイラー 112,214 千羽 ３ 位 16.3 ％
4（農林水産省 生産農業所得統計）



1⑵ 主な林産物・水産物の生産状況

作 目 生産量等 全国順位 全国シェ
ア

林産物

素 材 1,474 千㎥ ３ 位 7.1 ％

生しいたけ 4,827   ｔ ３ 位 6.9 ％

木 炭 3,317 ｔ １ 位 32.0 ％

生うるし 935   Kg １ 位 74.8 ％

水産物

さけ・ます類 7,832 ｔ ２ 位 7.0 ％

さんま 12,543 ｔ ３ 位 11.0 ％

あわび類 286   ｔ １ 位 25.2 ％

うに類 1,094 ｔ ２ 位 13.8 ％

かき類 6,024   ｔ ４ 位 3.8 ％

わかめ類 17,681 ｔ １ 位 37.1 ％

●林業産出額 202億円（H28） （全国第 ５位）
●海面漁業・養殖業生産額 361億円（H28） （全国第13位）

5
（農林水産省 木材需給報告書・特用林産物生産統計調査・海面漁業生産統計調査 ）
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２ オリ・パラに向けた県の取組状況



２⑴ 官民一体となった取組推進

7

オリ・パラへの県産食材の供給に向け、農業者・
関係団体が一丸となってＧＡＰの取組を推進する機
運を醸成

平成29年６月23日※

※６月23日
はオリン

ピックデー

① “雨ニモマケズ、風ニモマケズ、世界ノ強豪ニモマケナイ”

いわての農業 オリンピアン・パラリンピアン応援宣言



8

・世界的なイベント開催を好機と捉え、GAP
等の取組推進や県産農林水産物の魅力発信
等に向けた取組を行うため設立（平成30年２月）

プロジェクトチーム
① 農産GAP推進PT
② 畜産GAP推進PT
③ 木材利活用推進PT
④ 水産高度化推進PT
⑤ 食材利活用促進PT

・分野ごとのプロジェクト
チームを設置し官民一体
となった取組を展開

２⑴ 官民一体となった取組推進
② いわて東京オリ・パラ等

県産農林水産物利活用促進協議会の設立



２⑵ GAP等の取組推進

9

• 平成20年に創設した岩手県版ＧＡＰを国の
ガイドラインに完全準拠し、第三者（県）
が農場を確認する制度に改訂（平成29年９月）

→ＧＡＰ認証取得への
ファーストステップ

→東京オリ・パラ農産
物調達基準への対応

県版GAPの第１号確認登録

① 岩手県版GAPの創設



２⑵ GAP等の取組推進

10

・農業普及員等をGAP指導
者に養成

・タブレット端末の配
備によるGAP指導の
効率化

指導者養成講座の実施

指導者による農家
への指導

【指導者数】

② GAP指導体制の強化
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（見込み）

急増！
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③ 主なＧＡＰ等取組品目（米）
２⑵ GAP等の取組推進

県オリジナルブランド米
こんじき

「金色の風」
「銀河のしずく」
⇒ 金・銀で売り込む！

各産地でASIAGAPや県
版GAPを目指す動きが
活発化！

取得済
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③ 主なＧＡＰ等取組品目（野菜・果物）
２⑵ GAP等の取組推進

ほうれん草 ・今後、キャベツや
りんごでＧＡＰの
取組が進む見込み

・野菜の夏秋産地と
して取得品目を拡
大中

レタストマト

ブロッコリー

ニンジン

など

取得済

ミニトマト
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③ 主なＧＡＰ等取組品目（畜産物）
２⑵ GAP等の取組推進

卵

豚肉 ・畜産分野でのJGAP
認証取得農場数（７
農場）は全国トップ
クラス！

・今後、牛肉や鶏肉で
認証取得を予定

牛肉 鶏肉

取得済
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④ 主なＧＡＰ等取組品目（水産物）
２⑵ GAP等の取組推進

さんま（※MEL） ・さんまでMEL（水産
エコラベル）を取得
済み

・今後、ワカメなどの
水産物が供給可能と
なるよう準備中

取得済

（加工品例）
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⑤ ＧＡＰ等取得品目
２⑵ GAP等の取組推進

種別 取得済み 今後取得見込み

農産物

米・小麦・そば・大豆・ほう
れん草・トマト・ミニトマ
ト・小松菜・水菜・レタス・
ニンジン・ブロッコリー・ご
ぼう・さやいんげん・だいこ
ん・ツルムラサキ・はつかだ
いこん・にら・モロヘイヤ等

キャベツ・りん
ご等

畜産物 豚・採卵鶏・乳用牛 肉用牛・肉用鶏

水産物 さんま ワカメ等
（※漁場改善計画等）



２⑶ 県産農林水産物の魅力発信

16

①IOC調整委員会の公式夕
食会での県産食材を活用
した料理メニューの提供
や特産品ＰＲ（H29.12）

②WPB(ワールド・プレス
・ブリーフィング）レセ
プションでの県産食材を
活用した料理メニューの
提供（H30.9）



２⑶ 県産農林水産物の魅力発信

17

9/18 さんまの塩焼き

③合同庁舎第8号館職員食堂での県産食材を活
用した料理メニューの提供（H30.9.18-21）

9/19 さんまの竜田揚げ

9/20 かつ丼 9/21 トンテキ

本日提供



2⑷ その他

・選手村ビレッジプラザ整備
への事業協力者に岩手県と
宮古市が決定

・本県の高品質な製材品を提供

18

（選手村のイメージ）

木材利用の促進

（組織委員会からの感謝状贈呈）

H29年11月
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３ まとめ （取組の方向性）



３ まとめ（取組の方向性）
• 農林漁業団体、観光関係者との連携を強化
し官民が一体となった取組を推進

• 生産者によるGAP等の取組を積極的に支援
• 組織委員会や関係省庁・都道府県と連携
し、あらゆる機会を通じたＰＲ活動を展開

20

■ 安全安心な農林水産物の供給により
オリ・パラの成功に貢献

■ オリ・パラを契機とし、食を起点と
した地域経済活性化
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ご清聴ありがとうございました
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